国際基督教大学（ICU）での視覚障がい学生との関わり
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1977年に最初の盲学生がICUに入学して以来今日まで32年間に12名の視覚障がい学生が在学しました。私は、ICUに勤め始めて4年目の時に盲学生を受け入れるかどうかという場面に役目上立ち会い、今日まで12名すべての学生の学習支援に関わって参りました。その経験を最近、宇都宮大学で開かれた特殊教育学会シンポジウムで発表する機会がありましたので、今回はその概要を述べさせて頂きます。

全盲の学生が、一般学生と漢字交じりのメールを楽しんでいる現実をご存知でしょうか。通常の文章をパソコンで書き、読むことができるのです。そんなことは、30数年前はとても考えられませんでした。そのため大学が盲学生を受け入れることは大問題でした。大量の教科書や配布物を誰が点訳するのか、授業に間に合わせることが出来なかったらどうするのか、必須科目と単位数を４年間で履修し卒業できるのか、といった懸念が出され、大学が十分なサポートができないとしたら受け入れることが無責任になる、といった理由で門戸を閉ざしていた大学が多くありました。1976年当時、ICUもその一つであったのですが、受け入れ試行期間を設けて受け入れることになりました。ところが最初に入学した学生が非常に優秀で、受講した科目の担当教員、周囲の学生に多くのインパクトを与え、見事な成績を残して卒業したことで、学内の盲学生に対する見方が一変しました。その４年間は、大学が人間の潜在能力と尊厳性について学ぶ機会であったと言うこともできます。

この間の具体的な経験は、在学中の諸データと、盲学生本人、多くの教員、周囲の学生、点訳ボランティア、家族が書かれた記録として出版され、後に入学した盲学生を教育・支援するための情報となりました。大学はその経験に基づいて正式に盲学生の受け入れを決定し、その「基本方針」（1981）を明文化して公表しました。それは、「本学に学ぶにふさわしい意志と能力を持った盲学生を、正規学生として定員に含めて入学を許可する」というものです。この方針は短いものですが、非常に大きな意味を持っています。すなわち、大学で勉学する能力を持った学生を、特別な条件で受け入れるわけではなく、一般の学生として受け入れる。一般入試も等価のものが課せられ合格しなければなりません。しかし、入学した後は、盲学生が ICU生としての誇りを持ち、その後の友人との関わりでも対等であるという意識を持つことになったのです。教員も成績をつける場合に決して甘くしないという基準として今日まで貫徹されています。

最初の盲学生が卒業してから２年後の1983年に、物理を専攻したいという全盲学生が入学を志願して来ました。国内外にも例のない物理学実験、化学実験を必修とする理学科への志願は大きな試練となりました。そこで提起された問いは、１）視覚を欠いた人間が、事実の観察・実験を基礎とする自然科学を行うことができるのか？ ２）実験テーマの変更をするのか？ 一般学生と同等の学習目標が達成できるのか？３）実験指導の方法は？ 実験ヘルパーをつけるとしたらその資格と役割は？４）安全確保の方法は？といったもので、理学科内の意見が2つに割れたが、最終的に受け入れる決断をした。対応策としては、個々の実験における問題点，代用手段について筑波大附属盲学校（高校）教師から助言を頂く。２）実験ヘルパーをつける。３）実験マニュアルを点訳する。４）実験室に障がい物を置かぬよう，室内，ロッカーなどを整備することになりました。また、理学科内に特別プロジェクトチームがつくられ、私が主任になりました。実験科目が始まると、盲学校の理科教師が毎回ヘルパーとして来学し、物理、化学の教員と協力して適切な指導と工夫をし、場合によっては自力で観察・実験するという科学教育の本質を踏まえた上で等価な実験法に置き換え、本来の実験テーマを全く変えずに実施しました。その物理を専攻した盲学生は、卒論も理論物理の分野で一般学生と同じようにまとめ、一般学生と同じように卒業単位136単位のすべてを4年間で取り終え、優秀な成績で卒業しました。その全記録は、２冊の在学記録と「化学と教育」（日本化学会発行, 1988）に詳細に記され、その後、東京大学をはじめとする大学が理系の学生を受け入れるための情報源となりました。今は宇宙開発事業団で働いています。

盲学生は大学でどのように講義を受け、レポートを書き、試験を受けているのか（学習環境を）ご存知でしょうか。15年位前までは点訳か音訳（対面朗読、テープ録音）が主体であったのですが、現在は PCが不可欠です。漢字かな交じり文は、特別なソフトによりカナ文書に直ちに変換され、音声か点字ディスプレで読みます。読むだけでなく、盲学生自身がPCワープロを使って普通の文章を書くことができます。漢字変換する候補の音訓読みを音声で知らせてくれるソフトが PCに組み込まれているからです。教科書に指定された本や印刷物を読むにはどうするのかというと、まず、スキャナーで読み取り、電子化(OCR)ソフトにかけると音声か点字ディスプレで読むことができます。このように英語を含む文字情報のやりとりの基本は解決しています。つまり、大学における学習環境、強いては社会で自立して働く基礎が整ったと言えます。残されている問題は、それでも必要な個々のニーズを理解した周囲の協力であり、最終的には社会人としての人間関係であると思います。
これまでICUに在学した12人の視覚障がい学生は、一人ひとりが個性的で、独立心が強く、在学中から研修や調査などのために度々外国に出かける国際人として活躍しています。例えば、JICA職員としてキルギスに派遣されている人、玩具メーカーの会社員としてバリアフリー遊具の ISO委員になっている人、日本語教師研修のためにシンガポールに１年間滞在した人、シリアの障がい児の教育・福祉プロジェクトに協力した人、これからの盲人の学習環境に必須となる IT機器を探すために諸外国を巡り、ICUをはじめ大学への導入を助言して来た現在盲学校の教師などです。私は、その一人ひとりのことを思い返すと、感慨深い思いになります。実は、卒業後も度々彼らと会うことがあります。例えば、私がドイツのハンブルクで在外研究していた時に、２人の盲人卒業生が訪ねて来たことがあります。その折りに、バーラッハ美術館で彫刻を手で触らせて頂き鑑賞したことを、今でも深い感動と共に忘れられません。

障がい者が支援を必要としていることは確かですが、それは生きることのすべてを他人に頼る必要があるというわけではありません。視覚能力を欠くだけで、知性、感性、人間性はそれぞれの人のものです。そこに人間の個性と尊厳性があるからです。私は、この人間として大切なことを視覚障がい学生たちとの30数年間の関わりの中で学ばされました。半年後に定年を迎えようとしている今、彼らとの関わりは私の宝となっています。

【参考文献】

1) "明日への大学" ; 「ICUにおける一盲学生の在学の記録」, 1981.

2) "明日への大学" 続編; 「ICUにおける一盲学生の物理実験・化学実験履修の記録」, 国際基督教大学教養学部理学科「盲学生のためのプロジェクトチーム」（編集・発行）, 1986.

3) "明日への大学" 続編（Ⅱ）;「ICUにおける理学専攻盲学生の卒業までの記録」, 同「盲学生のためのプロジェクトチーム」（編集・発行）, 1987.

4) 「実験を中心とした盲学校の化学教育」, 化学と教育, Vol.36, No.4, 1988.


































